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令令和和７７年年第第２２回回臨臨時時会会 議議 決決 結結 果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません

番番号号
件件名名

（件名は一部省略）

鈴鈴
木木

辰辰
也也

緒緒
方方

猛猛

青青
木木

悦悦
子子

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川
正正
也也
議議
長長

笹笹
生生

ああ
すす
かか

秋秋
山山

柳柳
三三

柴柴
本本

健健
二二

中中
村村

基基

篠篠
宮宮

真真
樹樹

東東

愛愛
乃乃

＜専決処分の承認＞

議 案 第 １ 号 鋸南町税条例の一部を改正する条例の制定について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ２ 号
鋸南町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制

定について
承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜鋸南町教育委員会委員の任命＞（敬称略）

議 案 第 ３ 号 教育委員の任命（篠原恭惠） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜鋸南町農業委員会委員の任命＞（敬称略）

議 案 第 ４ 号 農業委員の任命（田村晋一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ５ 号 農業委員の任命（田村修） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ６ 号 農業委員の任命（篠原健一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ７ 号 農業委員の任命（山野井房江） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ８ 号 農業委員の任命（紀野誠） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ９ 号 農業委員の任命（三浦庸一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１０号 農業委員の任命（生貝若俊） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１１号 農業委員の任命（鈴木匡） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１２号 農業委員の任命（馬賀仙夫） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１３号 農業委員の任命（鈴木直人） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

５月臨時会は、５月８日（木）、会期を１日として開催されました。

「鋸南町税条例の一部を改正する条例の制定について」「鋸南町水道事業給水条例の一部を改正する条

例の制定について」に係る専決処分の承認２件、教育委員会委員１名の任命、農業委員会委員１０名の任命

等を合わせて１３議案が提出され、全議案を可決並びに同意しました。

また、青木議長が先例により、辞職願を提出したことから、議長選挙及び副議長選挙を行い、議長に早川

正也議員、副議長に大塚昇議員を選出しました。

可決した人事案件は以下のとおり。

○教育委員会委員 篠原 恭惠氏

任期：令和７年５月２４日から令和１１年５月２３日まで

○農業委員会委員（１０名）

＊田村 晋一氏 ＊田村 修氏 ＊篠原 健一氏 ＊山野井 房江氏 ＊紀野 誠氏

＊三浦 庸一氏 ＊生貝 若俊氏 ＊鈴木 匡氏 ＊馬賀 仙夫氏 ＊鈴木 直人氏

任期：令和７年５月１４日から令和１０年５月１３日まで

５月臨時会

※中村議員は欠席

－3－ 
 

            

この度５月の臨時議会にて、議員の皆様のご推挙をいただき

議長に就任いたしました、早川正也でございます。

身に余る光栄と存じます。同時に、議決機関である議会の長

の責任は、極めて重大であり、身の引き締まる思いでございま

す。

さて、鋸南町を取り巻く状況は、国の地方創生等により大き

く変化しております。地方分権の進展に伴い議会の役割・責務

が拡大し、今まで以上に責任のある議会活動が求められていま

す。二元代表制のもと議会は行政に対する監視機能をしっかり

果たすことはもちろんのこと、多様な町民の意見を聞き、それ

を地域の課題としてとらえ町民全体の生活の向上と、町政発展

のため政策等を提案する機能も大切であります。

私も町民の皆様の望む方向性を的確に把握し、諸問題の解決

に向け鋭意努力してまいる所存であります。

今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げまして、就任の挨拶とさせていただきます。

早早川川 正正也也 議議長長

更なる議会の活性化 

大大塚塚 昇昇 副副議議長長

この度、副議長の要職に選出いただき、責任の重さを

強く感じています。

町は人口減少・少子高齢化と介護問題、地域の産業活

性化及び防災対策や災害時の対応などのいろいろな課

題を抱えています。

新しい議長のもと、町民の皆様のより良い生活と安

心して暮らしやすい町にすべく奮励努力し、議会の公

正、円滑な運営に努めてまいります。

皆様からのご支援ご鞭撻を心よりお願い申し上げま

す。

新新議議長長・・副副議議長長  ごご挨挨拶拶  

臨臨時時会会・・議議決決結結果果令令和和７７年年５５月月臨臨時時会会



－ －

令令和和７７年年第第２２回回臨臨時時会会 議議 決決 結結 果果
賛成「○」 反対「×」※議長は採決に加わりません

番番号号
件件名名

（件名は一部省略）

鈴鈴
木木

辰辰
也也

緒緒
方方

猛猛

青青
木木

悦悦
子子

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川
正正
也也
議議
長長

笹笹
生生

ああ
すす
かか

秋秋
山山

柳柳
三三

柴柴
本本

健健
二二

中中
村村

基基

篠篠
宮宮

真真
樹樹

東東

愛愛
乃乃

＜専決処分の承認＞

議 案 第 １ 号 鋸南町税条例の一部を改正する条例の制定について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ２ 号
鋸南町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制

定について
承認 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜鋸南町教育委員会委員の任命＞（敬称略）

議 案 第 ３ 号 教育委員の任命（篠原恭惠） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜鋸南町農業委員会委員の任命＞（敬称略）

議 案 第 ４ 号 農業委員の任命（田村晋一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ５ 号 農業委員の任命（田村修） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ６ 号 農業委員の任命（篠原健一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ７ 号 農業委員の任命（山野井房江） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ８ 号 農業委員の任命（紀野誠） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ９ 号 農業委員の任命（三浦庸一） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１０号 農業委員の任命（生貝若俊） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１１号 農業委員の任命（鈴木匡） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１２号 農業委員の任命（馬賀仙夫） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議案第１３号 農業委員の任命（鈴木直人） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

５月臨時会は、５月８日（木）、会期を１日として開催されました。

「鋸南町税条例の一部を改正する条例の制定について」「鋸南町水道事業給水条例の一部を改正する条

例の制定について」に係る専決処分の承認２件、教育委員会委員１名の任命、農業委員会委員１０名の任命

等を合わせて１３議案が提出され、全議案を可決並びに同意しました。

また、青木議長が先例により、辞職願を提出したことから、議長選挙及び副議長選挙を行い、議長に早川

正也議員、副議長に大塚昇議員を選出しました。

可決した人事案件は以下のとおり。

○教育委員会委員 篠原 恭惠氏

任期：令和７年５月２４日から令和１１年５月２３日まで

○農業委員会委員（１０名）

＊田村 晋一氏 ＊田村 修氏 ＊篠原 健一氏 ＊山野井 房江氏 ＊紀野 誠氏

＊三浦 庸一氏 ＊生貝 若俊氏 ＊鈴木 匡氏 ＊馬賀 仙夫氏 ＊鈴木 直人氏

任期：令和７年５月１４日から令和１０年５月１３日まで

５月臨時会

※中村議員は欠席

－3－ 

 

            

この度５月の臨時議会にて、議員の皆様のご推挙をいただき

議長に就任いたしました、早川正也でございます。

身に余る光栄と存じます。同時に、議決機関である議会の長

の責任は、極めて重大であり、身の引き締まる思いでございま

す。

さて、鋸南町を取り巻く状況は、国の地方創生等により大き

く変化しております。地方分権の進展に伴い議会の役割・責務

が拡大し、今まで以上に責任のある議会活動が求められていま

す。二元代表制のもと議会は行政に対する監視機能をしっかり

果たすことはもちろんのこと、多様な町民の意見を聞き、それ

を地域の課題としてとらえ町民全体の生活の向上と、町政発展

のため政策等を提案する機能も大切であります。

私も町民の皆様の望む方向性を的確に把握し、諸問題の解決

に向け鋭意努力してまいる所存であります。

今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げまして、就任の挨拶とさせていただきます。

早早川川 正正也也 議議長長

更なる議会の活性化 

大大塚塚 昇昇 副副議議長長

この度、副議長の要職に選出いただき、責任の重さを

強く感じています。

町は人口減少・少子高齢化と介護問題、地域の産業活

性化及び防災対策や災害時の対応などのいろいろな課

題を抱えています。

新しい議長のもと、町民の皆様のより良い生活と安

心して暮らしやすい町にすべく奮励努力し、議会の公

正、円滑な運営に努めてまいります。

皆様からのご支援ご鞭撻を心よりお願い申し上げま

す。

新新議議長長・・副副議議長長  ごご挨挨拶拶  

議議長長・・副副議議長長挨挨拶拶 令令和和７７年年５５月月臨臨時時会会



－4－ 

 ○総務企画課、税務住民課、保健福祉課の所掌に属する事項

○会計管理室の所掌に属する事項 ○教育委員会の所掌に関する事項

○選挙管理委員会及び監査委員の所掌に属する事項 ○議会事務局の所掌に属する事項

委委 員員 長長 青青 木木 悦悦 子子 副委員長 秋 山 柳 三

委 員 中 村 基 柴 本 健 二

竹 田 和 明 大 塚 昇

産産業業常常任任委委員員会会

監監査査委委員員

青 木 悦 子

安安房房郡郡市市広広域域市市町町村村圏圏事事務務組組合合議議会会議議員員

早 川 正 也 大 塚 昇

鋸鋸南南地地区区環環境境衛衛生生組組合合議議会会議議員員

柴 本 健 二 早 川 正 也 大 塚 昇 鈴 木 辰 也

消消防防委委員員会会委委員員

篠 宮 真 樹 竹 田 和 明

環環境境審審議議会会委委員員

笹生 あすか

国国民民健健康康保保険険運運営営協協議議会会委委員員

秋 山 柳 三 大 塚 昇 緒 方 猛

千千葉葉県県後後期期高高齢齢者者医医療療広広域域連連合合議議会会議議員員

青 木 悦 子

給給食食セセンンタターー運運営営委委員員会会委委員員

東 愛 乃

空空家家等等対対策策協協議議会会委委員員

秋 山 柳 三

○地域振興課の所掌に属する事項 ○建設水道課の所掌に属する事項

○農業委員会の所掌に属する事項

委委 員員 長長 笹笹 生生 ああすすかか 副委員長 篠 宮 真 樹

委 員 東 愛 乃 早 川 正 也

緒 方 猛 鈴 木 辰 也

議議会会運運営営委委員員会会 ○議会の開催日程の調整・上程すべき議案の審査・議会運営に関する事項など

委委 員員 長長 竹竹 田田 和和 明明 副委員長 柴 本 健 二

委 員 笹 生 あすか 大 塚 昇

青 木 悦 子 鈴 木 辰 也

総総務務常常任任委委員員会会

令令和和７７年年５５月月臨臨時時会会 議議会会構構成成
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す
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す
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法
改
正
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参
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な
改
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を
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う
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和
７
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の
定
例
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は
、
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を
２
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し
、
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に
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４
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２
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６
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例

改

正
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額
に
８
８
３
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を

億
１
４
８
６
万
円
に
す
る
。

《
主
な
事
業
費
》

●
定
額
減
税
補
足
給
付
金
・
不
足
額
給
付
事
業

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
補
足
給
付
金
は
、

令
和
５
年
の
推
計
所
得
を
用
い
て
給
付
を
行
っ
た
が
、

令
和
６
年
分
所
得
税
額
及
び
定
額
減
税
の
実
績
額
が

確
定
し
た
た
め
、
本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
給
付
額

の
差
額
に
つ
い
て
給
付
す
る
。

６
９
４
１
万
円

●
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
補
助
金

歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
で
、
医
師
か
ら

補
聴
器
着
用
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し

て
、
購
入
費
用
２
分
の
１
、
２
万
円
を
上
限
に
補
正

を
行
う
。

３
０
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
移
住
定
住
）

７
月
か
ら
委
嘱
す
る
隊
員
１
名
の
報
償
費
及
び
活
動

費
補
助
金
と
要
綱
改
正
に
伴
う
報
償
費
の
増
額
の
不

足
分
。

４
３
６
万
円

●
都
市
交
流
施
設
推
進
事
業

道
の
駅
保
田
小
附
属
よ
う
ち
え
ん
の
屋
根
裏
部
分
の 

断
熱
材
充
填
工
事 

２
８
０
万
円 

補
正
予
算

令令和和７７年年６６月月定定例例会会

◆
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

１
．
解
散
に
関
す
る
協
議

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
及
び
南
房
総
広
域
水

道
企
業
団
は
、
令
和
８
年
３
月

日
に
関
係
団
体

と
解
散
合
意
し
た
こ
と
か
ら
、
解
散
を
協
議

２
．
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議

資
産
等
の
整
理
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
合
意
し
た

こ
と
か
ら
、
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
を
協
議

３
．
解
散
に
伴
う
事
務
の
承
継
並
び
に
決
算
の
審
査
及

び
認
定
の
方
法
に
関
す
る
協
議

企
業
団
の
解
散
後
の
事
務
を
千
葉
県
企
業
局
が
承

継
す
る
ほ
か
、
審
査
及
び
認
定
は
千
葉
県
の
方
法

に
よ
る
協
議

 議議案案・・補補正正予予算算 令令和和７７年年６６月月定定例例会会



－ －

※中村議員は欠席

令和７年第３回定例会 議議 決決 結結 果果
賛成「○」反対「×」※議長は採決に加わりません

議議案案

番番号号

件件名名

（件名は一部省略）

鈴鈴
木木

辰辰
也也

緒緒
方方

猛猛

青青
木木

悦悦
子子

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川
正正
也也
議議
長長

笹笹
生生

ああ
すす
かか

秋秋
山山

柳柳
三三

柴柴
本本

健健
二二

中中
村村

基基

篠篠
宮宮

真真
樹樹

東東

愛愛
乃乃

＜条例の一部改正＞

議 案 第 １ 号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ２ 号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜協議について＞

議 案 第 ３ 号
南房総広域水道企業団の解散に関する協議につ

いて
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ４ 号
南房総広域水道企業団の解散に伴う財産処分に

関する協議について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ５ 号

南房総広域水道企業団の解散に伴う事務の承継

並びに決算の審査及び認定の方法に関する協議

について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

＜補正予算＞

議 案 第 ６ 号
令和７年度鋸南町一般会計補正予算（第１号）

について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ７ 号
令和７年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算

（第１号）について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

反反

対対

討討

論論

南南
房房
総総
広広
域域
水水
道道
企企
業業
団団
のの
解解
散散
にに
関関
すす
るる
協協
議議
にに
つつ
いい
てて

笹
生

あ
す
か
議
員

鋸
南
町
の
水
道
料
金
は
高
額
な
も
の
の
、町
の
努
力
で
値
上

げ
は
さ
れ
ず
に
経
過
し
て
き
て
お
り
、水
道
の
広
域
化
は
水
道
料

金
が
安
く
な
り
、町
民
の
負
担
が
軽
く
な
る
と
考
え
、

月
議

会
で
の
「
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
を
解
散
す
る
」
と
い
う
規

約
の
変
更
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、計
画
に
よ
る
と
、鋸
南
町
の
水
道
料
金
は
安

く
な
る
と
は
言
え
な
い
試
算
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
同
額
の
水
道
料
金
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

高
い
方
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
点
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

水
は
「
い
の
ち
の
源
」
で
す
。福
祉
で
す
。国
や
県
が
、各
水
道

事
業
体
に
対
し
て
、高
料
金
対
策
の
補
助
金
を
増
額
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、こ
の
議
案
に
は
反
対
し
ま
す
。

公
共
交
通
計
画
作
成
へ
の
コ
ン

サ
ル
依
存
度
が
高
く
、
当
町
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
残
せ
な
い
。
行
政
横
割

り
の
推
進
組
織
を
作
り
、
構
想
作
り

か
ら
始
め
る
べ
き
だ
。

事
務
局
は
複
数
課
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
コ
ン
サ
ル
の
協
力
を

頂
き
ま
す
。
一
方
、
住
民
の
明
確
な

ニ
ー
ズ
が
実
証
実
験
で
も
把
握
で
き

ず
、
構
想
を
作
る
ま
で
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

循
環
バ
ス
の
富
楽
里
乗
入
れ
、

接
続
時
間
見
直
し
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
に
代
わ
る
タ
ク
シ
ー
補
助
券

活
用
等
、
す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
は
、

計
画
完
成
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、

進
め
る
べ
き
だ
。

手
戻
り
を
防
ぐ
た
め
、
計
画
を

作
成
す
る
中
で
検
討
し
ま
す
。

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

計
画
作
り
の
た
め
に
、
コ
ン
サ
ル

に
委
託
す
る
デ
ー
タ
収
集
が
膨
大

で
、
難
易
度
も
高
く
活
用
し
き
れ
な

い
。
ま
た
過
去
に
収
集
済
み
分
も
含
ま

れ
て
い
る
の
は
、
整
理
が
で
き
て
い
な

い
か
ら
だ
。
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
で

な
く
、
当
町
に
適
し
た
デ
ー
タ
を
必
要

最
小
限
に
絞
り
込
み
進
め
る
べ
き
だ
。

国
の
手
引
き
に
基
づ
く
よ
う
指
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等

あ
ら
ゆ
る
視
点
や
デ
ー
タ
か
ら
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

河河
川川
管管
理理
にに
つつ
いい
てて

県
に
よ
る
河
川
の
竹
伐
採
を
一
層

進
め
る
た
め
、
竹
の
仮
置
場
確
保

が
必
要
だ
。
耕
作
放
棄
地
活
用
等
、
必

要
に
応
じ
て
行
政
よ
り
地
権
者
へ
の
調

整
を
お
願
い
す
る
。

工
事
発
注
前
に
県
と
綿
密
な
打
合

せ
を
し
て
、
対
応
し
ま
す
。

河
川
一
斉
清
掃
の
住
民
へ
の
協
力

依
頼
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、

区
長
会
及
び
地
区
ご
と
の
具
体
的
な
進

め
方
を
相
談
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

地
域
ご
と
に
状
況
が
異
な
る
の
で

個
々
の
対
応
を
し
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
中
佐
久
間
地
域
を
重
点
に
進
め

ま
す
。

問問

答答 外部の力を借りて、計画を作りながら考えます

問問

中中村村
なかむら

基基
もとい

議議員員

自ら公共交通網の構想を描き、

計画で具体化すべき

答答

－ －

答答

動画はこちら↓

鋸鋸
南南
町町
でで
はは
、、
過過
疎疎
高高
齢齢
化化
にに
おお
けけ

るる
今今
後後
のの
公公
共共
交交
通通
のの
ああ
りり
方方
（（
構構

想想
））
をを
、、
ココ
ンン
ササ
ルル
等等
外外
部部
有有
識識
者者
とと

「「
地地
域域
公公
共共
交交
通通
計計
画画
」」
作作
成成
をを
通通
しし

てて
、、
一一
かか
らら
考考
ええ
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
るる
。。

しし
かか
しし
、、
既既
にに
今今
まま
でで
のの
各各
種種
調調
査査
やや

実実
験験
でで
、、
私私
達達
はは
構構
想想
自自
体体
をを
描描
くく
ここ

とと
はは
でで
きき
るる
。。
再再
びび
ゼゼ
ロロ
にに
戻戻
りり
進進
めめ

るる
のの
でで
はは
、、
費費
用用
とと
時時
間間
がが
かか
かか
るる
ばば

かか
りり
かか
、、
国国
のの
指指
示示
すす
るる
公公
共共
交交
通通
計計

画画
作作
りり
がが
目目
的的
とと
なな
りり
、、
出出
来来
上上
がが
りり

のの
構構
想想
がが
町町
民民
のの
望望
むむ
交交
通通
網網
にに
なな
るる

かか
懸懸
念念
がが
ああ
るる
。。

作作
成成
にに
つつ
いい
てて

問問

問問答答

問問

答答
「「
鋸鋸
南南
町町
公公
共共
交交
通通
計計
画画
」」

答答昨昨
年年
のの
佐佐
久久
間間
川川
氾氾
濫濫
にに
伴伴
いい
、、
県県

へへ
のの
複複
数数
回回
のの
働働
きき
かか
けけ
にに
よよ
りり
、、
中中

佐佐
久久
間間
・・
赤赤
伏伏
橋橋
付付
近近
のの
竹竹
伐伐
採採
がが
行行

わわ
れれ
、、
今今
後後
もも
計計
画画
的的
にに
全全
河河
川川
のの
伐伐

採採
とと
浚浚
渫渫
がが
行行
わわ
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ

たた
。。
ここ
れれ
にに
併併
せせ
てて
、、
住住
民民
にに
よよ
るる

月月
のの
河河
川川
一一
斉斉
清清
掃掃
をを
再再
開開
しし
、、
全全
町町

でで
維維
持持
管管
理理
をを
強強
化化
すす
べべ
きき
とと
考考
ええ

るる
。。

議議決決結結果果・・討討論論令令和和７７年年６６月月定定例例会会

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

一一般般質質問問①① 令令和和７７年年６６月月定定例例会会



－ －

※中村議員は欠席

令和７年第３回定例会 議議 決決 結結 果果
賛成「○」反対「×」※議長は採決に加わりません

議議案案

番番号号

件件名名

（件名は一部省略）

鈴鈴
木木

辰辰
也也

緒緒
方方

猛猛

青青
木木

悦悦
子子

大大
塚塚

昇昇

竹竹
田田

和和
明明

早早
川川
正正
也也
議議
長長

笹笹
生生

ああ
すす
かか

秋秋
山山

柳柳
三三

柴柴
本本

健健
二二

中中
村村

基基

篠篠
宮宮

真真
樹樹

東東

愛愛
乃乃

＜条例の一部改正＞

議 案 第 １ 号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ２ 号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

＜協議について＞

議 案 第 ３ 号
南房総広域水道企業団の解散に関する協議につ

いて
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ４ 号
南房総広域水道企業団の解散に伴う財産処分に

関する協議について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ５ 号

南房総広域水道企業団の解散に伴う事務の承継

並びに決算の審査及び認定の方法に関する協議

について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ － ○ ○

＜補正予算＞

議 案 第 ６ 号
令和７年度鋸南町一般会計補正予算（第１号）

について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

議 案 第 ７ 号
令和７年度鋸南町鋸南病院事業会計補正予算

（第１号）について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○

反反

対対

討討

論論

南南
房房
総総
広広
域域
水水
道道
企企
業業
団団
のの
解解
散散
にに
関関
すす
るる
協協
議議
にに
つつ
いい
てて

笹
生

あ
す
か
議
員

鋸
南
町
の
水
道
料
金
は
高
額
な
も
の
の
、町
の
努
力
で
値
上

げ
は
さ
れ
ず
に
経
過
し
て
き
て
お
り
、水
道
の
広
域
化
は
水
道
料

金
が
安
く
な
り
、町
民
の
負
担
が
軽
く
な
る
と
考
え
、

月
議

会
で
の
「
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
を
解
散
す
る
」
と
い
う
規

約
の
変
更
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、計
画
に
よ
る
と
、鋸
南
町
の
水
道
料
金
は
安

く
な
る
と
は
言
え
な
い
試
算
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
同
額
の
水
道
料
金
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

高
い
方
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
点
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

水
は
「
い
の
ち
の
源
」
で
す
。福
祉
で
す
。国
や
県
が
、各
水
道

事
業
体
に
対
し
て
、高
料
金
対
策
の
補
助
金
を
増
額
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、こ
の
議
案
に
は
反
対
し
ま
す
。

公
共
交
通
計
画
作
成
へ
の
コ
ン

サ
ル
依
存
度
が
高
く
、
当
町
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
残
せ
な
い
。
行
政
横
割

り
の
推
進
組
織
を
作
り
、
構
想
作
り

か
ら
始
め
る
べ
き
だ
。

事
務
局
は
複
数
課
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
コ
ン
サ
ル
の
協
力
を

頂
き
ま
す
。
一
方
、
住
民
の
明
確
な

ニ
ー
ズ
が
実
証
実
験
で
も
把
握
で
き

ず
、
構
想
を
作
る
ま
で
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

循
環
バ
ス
の
富
楽
里
乗
入
れ
、

接
続
時
間
見
直
し
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
に
代
わ
る
タ
ク
シ
ー
補
助
券

活
用
等
、
す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
は
、

計
画
完
成
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、

進
め
る
べ
き
だ
。

手
戻
り
を
防
ぐ
た
め
、
計
画
を

作
成
す
る
中
で
検
討
し
ま
す
。

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

計
画
作
り
の
た
め
に
、
コ
ン
サ
ル

に
委
託
す
る
デ
ー
タ
収
集
が
膨
大

で
、
難
易
度
も
高
く
活
用
し
き
れ
な

い
。
ま
た
過
去
に
収
集
済
み
分
も
含
ま

れ
て
い
る
の
は
、
整
理
が
で
き
て
い
な

い
か
ら
だ
。
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
で

な
く
、
当
町
に
適
し
た
デ
ー
タ
を
必
要

最
小
限
に
絞
り
込
み
進
め
る
べ
き
だ
。

国
の
手
引
き
に
基
づ
く
よ
う
指
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等

あ
ら
ゆ
る
視
点
や
デ
ー
タ
か
ら
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

河河
川川
管管
理理
にに
つつ
いい
てて

県
に
よ
る
河
川
の
竹
伐
採
を
一
層

進
め
る
た
め
、
竹
の
仮
置
場
確
保

が
必
要
だ
。
耕
作
放
棄
地
活
用
等
、
必

要
に
応
じ
て
行
政
よ
り
地
権
者
へ
の
調

整
を
お
願
い
す
る
。

工
事
発
注
前
に
県
と
綿
密
な
打
合

せ
を
し
て
、
対
応
し
ま
す
。

河
川
一
斉
清
掃
の
住
民
へ
の
協
力

依
頼
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、

区
長
会
及
び
地
区
ご
と
の
具
体
的
な
進

め
方
を
相
談
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

地
域
ご
と
に
状
況
が
異
な
る
の
で

個
々
の
対
応
を
し
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
中
佐
久
間
地
域
を
重
点
に
進
め

ま
す
。

問問

答答 外部の力を借りて、計画を作りながら考えます

問問

中中村村
なかむら

基基
もとい

議議員員

自ら公共交通網の構想を描き、

計画で具体化すべき

答答

－ －

答答

動画はこちら↓

鋸鋸
南南
町町
でで
はは
、、
過過
疎疎
高高
齢齢
化化
にに
おお
けけ

るる
今今
後後
のの
公公
共共
交交
通通
のの
ああ
りり
方方
（（
構構

想想
））
をを
、、
ココ
ンン
ササ
ルル
等等
外外
部部
有有
識識
者者
とと

「「
地地
域域
公公
共共
交交
通通
計計
画画
」」
作作
成成
をを
通通
しし

てて
、、
一一
かか
らら
考考
ええ
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
るる
。。

しし
かか
しし
、、
既既
にに
今今
まま
でで
のの
各各
種種
調調
査査
やや

実実
験験
でで
、、
私私
達達
はは
構構
想想
自自
体体
をを
描描
くく
ここ

とと
はは
でで
きき
るる
。。
再再
びび
ゼゼ
ロロ
にに
戻戻
りり
進進
めめ

るる
のの
でで
はは
、、
費費
用用
とと
時時
間間
がが
かか
かか
るる
ばば

かか
りり
かか
、、
国国
のの
指指
示示
すす
るる
公公
共共
交交
通通
計計

画画
作作
りり
がが
目目
的的
とと
なな
りり
、、
出出
来来
上上
がが
りり

のの
構構
想想
がが
町町
民民
のの
望望
むむ
交交
通通
網網
にに
なな
るる

かか
懸懸
念念
がが
ああ
るる
。。

作作
成成
にに
つつ
いい
てて

問問

問問答答

問問

答答
「「
鋸鋸
南南
町町
公公
共共
交交
通通
計計
画画
」」

答答昨昨
年年
のの
佐佐
久久
間間
川川
氾氾
濫濫
にに
伴伴
いい
、、
県県

へへ
のの
複複
数数
回回
のの
働働
きき
かか
けけ
にに
よよ
りり
、、
中中

佐佐
久久
間間
・・
赤赤
伏伏
橋橋
付付
近近
のの
竹竹
伐伐
採採
がが
行行

わわ
れれ
、、
今今
後後
もも
計計
画画
的的
にに
全全
河河
川川
のの
伐伐

採採
とと
浚浚
渫渫
がが
行行
わわ
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ

たた
。。
ここ
れれ
にに
併併
せせ
てて
、、
住住
民民
にに
よよ
るる

月月
のの
河河
川川
一一
斉斉
清清
掃掃
をを
再再
開開
しし
、、
全全
町町

でで
維維
持持
管管
理理
をを
強強
化化
すす
べべ
きき
とと
考考
ええ

るる
。。

�

�
�
�

�

�

� �

な
ぜ
登
録
制
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
の
か
。
利
用
者
数
・
収

入
共
に
少
な
か
っ
た
原
因
で
は
な
い

か
。

配
車
時
に
家
の
近
く
ま
で
車
が
行

け
な
い
状
況
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
事
前
の
登
録
制
に
し
ま
し
た
。

乗
車
料
金
���
円
は
妥
当
だ
っ
た
の�

か
。
���
円
～
���
円
位
な
ら
利
用

し
や
す
い
等
、
料
金
に
疑
問
を
感
じ
る

が
ど
う
か
。�

地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
決
定

し
ま
し
た
。
今
後
運
行
す
る
と
な

っ
た
場
合
は
、
こ
の
実
証
実
験
を
基
に

設
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。�

利
用
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
約
７

割
が
ア
プ
リ
予
約
で
は
な
く
、
電

話
予
約
だ
っ
た
。
ア
プ
リ
を
使
っ
た
予

約
自
体
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

あ
く
ま
で
も
実
証
実
験
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

し
ま
し
た
。
今
後
は
色
々
な
ご
意
見
を

参
考
に
し
て
検
討
し
ま
す
。�

答答

問問��公共交通と物価高騰対策などについて�

最
近
の
物
価
高
騰
は
著
し
く
、�

食
料
品
か
ら
生
活
用
品
ま
で
全

て
の
物
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
に
予
定
し
て
い
る
地
域
商

品
券
の
金
額
が
１
人
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
お
米
��
㎏
も

買
え
な
い
。�

町
独
自
の
対
策
と
し
て
、
水
道
料

金
の
値
下
げ
は
で
き
な
い
も
の
か
。

総
合
的
に
判
断
し
て
、
現
在
の�

町
財
政
状
況
を
見
て
も
町
独
自

の
対
策
は
難
し
い
状
況
で
す
。�

今
後
も
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
し
ま
す
。

物物
価価
高高
騰騰
対対
策策
にに
つつ
いい
てて��

答答

地地
域域
のの
公公
共共
交交
通通
にに
つつ
いい
てて��

少少
子子
化化
対対
策策
にに
つつ
いい
てて��

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町

独
自
の
事
業
で
、
出
産
育
児
一
時

金
を
上
回
る
費
用
の
助
成
、
無
償
化
は

で
き
な
い
か
。

入
院
時
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
違
い

無
償
化
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、

近
隣
市
も
同
様
の
状
況
で
す
。
今
後
も

国
の
制
度
改
正
や
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
見
つ
つ
、
検
討
し
ま
す
。�

子子
をを
産産
むむ
若若
いい
親親
のの
世世
代代
はは
、、
そそ
のの

差差
額額
分分
がが
家家
計計
のの
大大
きき
なな
負負
担担
にに
なな
るる

のの
でで
、、
制制
度度
改改
正正
やや
近近
隣隣
自自
治治
体体
のの
動動

向向
とと
はは
関関
係係
なな
くく
、、
町町
独独
自自
のの
政政
策策
でで

考考
ええ
てて
もも
らら
いい
たた
いい
。。��

問問��

－�－�

答答要要

望望

オオ
ンン
デデ
ママ
ンン
ドド
交交
通通
のの
実実
証証
運運
行行
をを

１１
年年
間間
行行
っっ
たた
がが
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
課課
題題

がが
ああ
るる
とと
分分
析析
・・
評評
価価
をを
しし
てて
いい
るる
のの

かか
。。��

� � 秋秋山山
あきやま

�� 柳柳 三三
りゅうぞう

��議議員員��

問問��

国の制度改正や近隣自治体の
動向を参考に研究します�

動画はこちら→�

答答

答答

問問��答答 問問��問問��

－�－�

一一
般般
会会
計計
予予
算算
案案
にに
つつ
いい
てて��

竹
田

和
明

議
員

反
対
の
理
由
は
「
住
宅
取
得
奨
励
金
交
付
事
業
」
に

反
対
だ
か
ら
で
す
。��

本
事
業
予
算
は
定
住
促
進
を
目
的
と
し
、年
間
３
千

万
円
、一
件
当
た
り
の
奨
励
金
は
最
大
４
０
０
万
円
で

す
。一
方
、制
度
開
始
以
来
、町
外
か
ら
の
若
い
移
住
者

は
わ
ず
か
（
��
代
以
下
は
４
件
）
で
す
。奨
励
金
の
大
部

分
は
、中
高
齢
移
住
者
や
単
な
る
町
内
で
の
引
っ
越
し
が

対
象
で
す
。財
政
が
厳
し
い
当
町
で
、効
果
の
薄
い
制
度

に
多
額
の
予
算
を
配
分
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

優
先
課
題
の
精
査
が
必
要
で
す
。例
え
ば
学
校
給
食

で
す
。給
食
は
教
育
の
一
環
で
あ
り
、健
全
な
心
身
を
育

む
重
要
な
制
度
で
す
。そ
の
給
食
の
食
材
費
予
算
は
教

職
員
、セ
ン
タ
ー
職
員
分
を
含
め
年
間
２
，３
０
０
万
円
、

一
食
あ
た
り
の
食
材
費
予
算
は
中
学
生
が
た
っ
た
３
０

０
円
、小
学
生
以
下
は
２
７
０
円
で
あ
り
、足
り
て
い
ま

せ
ん
。�

地
元
へ
の
愛
着
と
貢
献
意
欲
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
は
、

こ
れ
ら
生
徒
達
の
中
か
ら
育
ち
ま
す
。地
元
の
美
味
し
く

安
全
な
食
材
を
使
っ
た
給
食
で
、移
住
者
の
増
加
に
成

功
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。�

奨
励
金
で
移
住
者
を
釣
る
よ
う
な
発
想
を
捨
て
、予

算
を
改
め
る
べ
き
で
す
。�

反反

対対

討討

論論��

反反

対対

討討

論論��

一一
般般
会会
計計
予予
算算
案案
にに
つつ
いい
てて��

秋
山

柳
三

議
員

道
の
駅
き
ょ
な
ん
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
に
つ
い
て
反
対
討
論
し
ま
す
。�

こ
の
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
は
今
必
要

で
し
ょ
う
か
。�

物
価
高
が
町
民
の
懐
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。高

齢
者
が
、年
金
受
給
者
が
困
っ
て
い
る
の
で
す
。�

工
事
予
算
が
５
千
万
円
で
す
が
、も
っ
と
優
先

順
位
の
高
い
物
価
高
騰
対
策
な
ど
の
政
策
に
予
算

を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
。�

道の駅きょなん�

��討討論論・・請請願願��令令和和７７年年３３月月定定例例会会��一一般般質質問問①①��

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

令令和和７７年年３３月月定定例例会会��

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

一一般般質質問問①① 令令和和７７年年６６月月定定例例会会



問問

答答 公共施設の効率的活用は不可欠ながら…

学学
校校
のの
校校
舎舎
なな
どど
はは
、、
建建
設設
時時
のの
児児

童童
・・
生生
徒徒
数数
にに
合合
わわ
せせ
てて
建建
設設
ささ
れれ
たた

もも
のの
でで
、、
現現
在在
、、
相相
当当
余余
剰剰
がが
生生
じじ
てて

いい
るる
はは
ずず
だだ
。。
一一
方方
施施
設設
のの
老老
朽朽
化化
にに

よよ
りり
、、
維維
持持
管管
理理
費費
にに
毎毎
年年
多多
額額
のの
予予

算算
をを
費費
やや
しし
てて
いい
るる
。。
道道
のの
駅駅
保保
田田
小小

はは
まま
だだ
日日
がが
浅浅
くく
、、
維維
持持
管管
理理
費費
はは
大大

きき
くく
なな
いい
がが
、、
いい
ずず
れれ
大大
きき
なな
費費
用用
がが

生生
じじ
るる
。。
各各
施施
設設
のの
中中
長長
期期
的的
、、
分分
野野

横横
断断
的的
なな
検検
討討
のの
状状
況況
をを
質質
すす
。。

公
共
施
設
の
効
率
的
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
方
、
取
組
み
事
例
は
。

公
共
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的
活

用
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
道
の
駅

保
田
小
は
、
教
育
施
設
再
編
で
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
都
市
交
流
施
設
と
し

て
再
生
し
た
有
効
活
用
の
事
例
で
す
。

都
市
交
流
施
設
は
果
た
し
て
成
功

事
例
と
言
え
る
の
か
。

億
円
の

投
資
に
対
し
、
営
業
利
益
は
令
和
５
・

６
年
度
と
連
続
し
て
赤
字
だ
。

令
和
６
年
度
の
赤
字
幅
は
令
和
５

年
度
か
ら
縮
小
し
て
い
ま
す
。
ま

た
収
益
性
だ
け
で
な
く
、
地
域
振
興
、

行
政
資
産
の
有
効
活
用
な
ど
の
観
点
か

ら
成
功
事
例
だ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
大
切
な
町
の
資
産
が
活
用

さ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状

－ －

問問

竹竹田田
た け だ

和和明明
かずあき

議議員員

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

有効利用されていない施設をどうするか

答答

を
目
に
す
る
。
企
業
会
計
で
は
、
経

年
に
よ
る
資
産
の
目
減
り
分
を
減
価

償
却
費
と
し
て
計
上
し
把
握
し
て
い

る
が
、
公
会
計
で
は
こ
れ
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
決
算
に
影
響
が
無
い
こ
と

か
ら
動
機
づ
け
に
な
ら
ず
、
ム
ダ
・

ム
リ
な
投
資
や
資
産
の
放
置
の
原
因

と
な
る
。
当
町
の
公
会
計
に
減
価
償

却
費
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

行
政
は
単
式
簿
記
現
金
主
義
会

計
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
お
り
、

減
価
償
却
費
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
と
比

べ
生
徒
数
は
相
当
減
少
し
て
い

る
が
、
調
理
設
備
、
調
理
員
、
配
送

車
両
な
ど
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
建
物
の
一
部
を
高
齢
者
向
け
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
利
用
す
る
な

ど
、
用
途
転
用
や
多
用
途
化
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成
４
年
の

建
設
当
時
２
０
０
０
食
を
提
供

す
る
計
画
の
施
設
で
し
た
が
、
令
和

７
年
に
は
４
０
０
食
程
度
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
調
理
設
備
は
機
種
を

入
れ
替
え
、
調
理
員
や
配
送
車
両
は

業
務
委
託
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
対

応
し
て
き
ま
し
た
が
、
建
物
本
体
の

活
用
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
校
舎
も
建
物
自
体
に

余
剰
、
非
効
率
が
生
じ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
か
。

空
き
教
室
は
一
部
存
在
す
る
も
の

の
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
多
目
的
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
段

の
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
令
和
６
年
度
に
は
中
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
に
１
億
２
千
万

円
を
予
算
計
上
し
た
。
そ
の
他
校
庭
の

整
備
費
用
や
校
舎
屋
上
の
防
水
工
事
な

ど
に
か
か
る
修
繕
費
も
多
い
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
、
学
習

環
境
確
保
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
将
来
、
検
討

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
費
が
増
大
す
る
中
、
各

所
の
町
の
公
共
施
設
の
多
く
は
有

効
活
用
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
る
。
大

切
な
町
民
の
財
産
だ
。
検
討
を
先
延
ば

し
す
べ
き
で
な
い
。

答答

問問

答答

人人
口口
減減
少少
にに
伴伴
うう
施施
設設
のの

効効
率率
的的
なな
活活
用用
にに
つつ
いい
てて

問問

答答 問問答答

答答

問問

学校給食センター

意意
見見

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

一一般般質質問問②②令令和和７７年年６６月月定定例例会会



問問

答答 公共施設の効率的活用は不可欠ながら…

学学
校校
のの
校校
舎舎
なな
どど
はは
、、
建建
設設
時時
のの
児児

童童
・・
生生
徒徒
数数
にに
合合
わわ
せせ
てて
建建
設設
ささ
れれ
たた

もも
のの
でで
、、
現現
在在
、、
相相
当当
余余
剰剰
がが
生生
じじ
てて

いい
るる
はは
ずず
だだ
。。
一一
方方
施施
設設
のの
老老
朽朽
化化
にに

よよ
りり
、、
維維
持持
管管
理理
費費
にに
毎毎
年年
多多
額額
のの
予予

算算
をを
費費
やや
しし
てて
いい
るる
。。
道道
のの
駅駅
保保
田田
小小

はは
まま
だだ
日日
がが
浅浅
くく
、、
維維
持持
管管
理理
費費
はは
大大

きき
くく
なな
いい
がが
、、
いい
ずず
れれ
大大
きき
なな
費費
用用
がが

生生
じじ
るる
。。
各各
施施
設設
のの
中中
長長
期期
的的
、、
分分
野野

横横
断断
的的
なな
検検
討討
のの
状状
況況
をを
質質
すす
。。

公
共
施
設
の
効
率
的
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
方
、
取
組
み
事
例
は
。

公
共
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的
活

用
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
道
の
駅

保
田
小
は
、
教
育
施
設
再
編
で
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
都
市
交
流
施
設
と
し

て
再
生
し
た
有
効
活
用
の
事
例
で
す
。

都
市
交
流
施
設
は
果
た
し
て
成
功

事
例
と
言
え
る
の
か
。

億
円
の

投
資
に
対
し
、
営
業
利
益
は
令
和
５
・

６
年
度
と
連
続
し
て
赤
字
だ
。

令
和
６
年
度
の
赤
字
幅
は
令
和
５

年
度
か
ら
縮
小
し
て
い
ま
す
。
ま

た
収
益
性
だ
け
で
な
く
、
地
域
振
興
、

行
政
資
産
の
有
効
活
用
な
ど
の
観
点
か

ら
成
功
事
例
だ
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
大
切
な
町
の
資
産
が
活
用

さ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状

－ －

問問

竹竹田田
た け だ

和和明明
かずあき

議議員員

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

有効利用されていない施設をどうするか

答答

を
目
に
す
る
。
企
業
会
計
で
は
、
経

年
に
よ
る
資
産
の
目
減
り
分
を
減
価

償
却
費
と
し
て
計
上
し
把
握
し
て
い

る
が
、
公
会
計
で
は
こ
れ
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
決
算
に
影
響
が
無
い
こ
と

か
ら
動
機
づ
け
に
な
ら
ず
、
ム
ダ
・

ム
リ
な
投
資
や
資
産
の
放
置
の
原
因

と
な
る
。
当
町
の
公
会
計
に
減
価
償

却
費
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

行
政
は
単
式
簿
記
現
金
主
義
会

計
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
お
り
、

減
価
償
却
費
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
当
時
と
比

べ
生
徒
数
は
相
当
減
少
し
て
い

る
が
、
調
理
設
備
、
調
理
員
、
配
送

車
両
な
ど
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
建
物
の
一
部
を
高
齢
者
向
け
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
利
用
す
る
な

ど
、
用
途
転
用
や
多
用
途
化
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成
４
年
の

建
設
当
時
２
０
０
０
食
を
提
供

す
る
計
画
の
施
設
で
し
た
が
、
令
和

７
年
に
は
４
０
０
食
程
度
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
調
理
設
備
は
機
種
を

入
れ
替
え
、
調
理
員
や
配
送
車
両
は

業
務
委
託
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
対

応
し
て
き
ま
し
た
が
、
建
物
本
体
の

活
用
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
校
舎
も
建
物
自
体
に

余
剰
、
非
効
率
が
生
じ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
か
。

空
き
教
室
は
一
部
存
在
す
る
も
の

の
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
多
目
的
利
用
さ
れ
て
お
り
、
特
段

の
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
令
和
６
年
度
に
は
中
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
に
１
億
２
千
万

円
を
予
算
計
上
し
た
。
そ
の
他
校
庭
の

整
備
費
用
や
校
舎
屋
上
の
防
水
工
事
な

ど
に
か
か
る
修
繕
費
も
多
い
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
、
学
習

環
境
確
保
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
将
来
、
検
討

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
費
が
増
大
す
る
中
、
各

所
の
町
の
公
共
施
設
の
多
く
は
有

効
活
用
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
る
。
大

切
な
町
民
の
財
産
だ
。
検
討
を
先
延
ば

し
す
べ
き
で
な
い
。

答答

問問

答答

人人
口口
減減
少少
にに
伴伴
うう
施施
設設
のの

効効
率率
的的
なな
活活
用用
にに
つつ
いい
てて

問問

答答 問問答答

答答

問問

学校給食センター

意意
見見

答答
観光資源を保存、育成し

持続可能な観光振興に努める

問問

篠篠宮宮
しのみや

真真樹樹
ま さ き

議議員員

観光資源を生かす事が重要

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

－ －

鋸
山
が
日
本
遺
産
に
選
ば
れ
な
か

っ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
、
ま
た
現
在
、
日
本
遺
産

登
録
に
向
け
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

主
に
３
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

第
一
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
明
確
化
と
一

貫
性
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。日

本
遺
産
制
度
に
お
い
て
は
、
単
に

文
化
財
の
価
値
を
訴
え
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
を
貫
く
独
自
の
物
語
が
極

め
て
重
要
で
す
。

産
業
と
信
仰
が
共
存
し
、
山
そ
の
も

の
が
地
域
の
暮
ら
し
と
精
神
性
を
支
え

て
き
た
と
い
う
統
一
的
な
物
語
の
訴
求

が
、
審
査
の
中
で
十
分
に
伝
わ
ら
な
か

っ
た
と
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

鋸
山
な
ら
で
は
の
固
有
性
の
訴
え
も

や
や
弱
く
、
こ
の
点
も
再
整
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
地
域
内
の
連
携
体
制
に
つ
い

て
も
課
題
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
日
本
遺
産
申
請
に
は
文
化
財
の
保

護
、
活
用
、
発
信
に
向
け
て
、
地
域
全

体
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

申
請
段
階
で
は
一
定
の
連
携
体
制

は
確
保
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
観
光

団
体
、
地
域
住
民
な
ど
と
の
役
割
分

担
や
合
意
形
成
に
つ
い
て
、
よ
り
一

層
の
明
確
化
と
深
ま
り
が
必
要
で
あ

る
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

第
三
に
保
存
活
用
と
情
報
発
信
の

具
体
性
に
お
い
て
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
の
保
護
や
活
用
方
針
、
ま

た
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
手
段

と
し
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
実
行
可

能
な
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

語
り
べ
と
な
る
有
償
ガ
イ
ド
の
育

成
や
、
体
験
型
、
参
加
型
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
重
要
な
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
は
各
種
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

鋸
南
町
の
海
岸
は
穏
や
か
で
特

に
夕
陽
が
綺
麗
に
見
え
る
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
だ
と
思
う
が
、
海
岸
を
活

用
し
た
観
光
施
策
の
考
え
は
あ
る

か
。

鋸
南
町
は
風
光
明
媚
な
海
岸
線

を
有
し
、
海
岸
か
ら
見
え
る
富

士
山
の
景
色
や
夕
陽
を
背
景
と
し
た

夜
間
の
景
観
は
、
大
き
な
魅
力
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問問

一
方
で
、
町
内
の
海
岸
に
つ
い
て
は

海
流
の
変
化
等
の
影
響
に
よ
る
砂
浜
の

浸
食
や
海
岸
漂
着
物
な
ど
の
課
題
が
多

く
あ
り
ま
す
。
環
境
保
全
と
観
光
振
興

の
両
立
を
は
か
り
、
海
岸
環
境
整
備
を

通
じ
て
美
し
い
海
岸
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
場
所

と
な
る
よ
う
に
海
岸
の
保
全
と
活
用
に

取
り
組
み
ま
す
。

海
岸
を
綺
麗
に
す
る
た
め
に
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
を
訪
問

し
、
活
動
内
容
、
使
用
し
て
い
る

機
械
な
ど
を
拝
見
し
大
変
参
考
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
導
入
に
向
け
て
、
可
能
か
ど

う
か
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
状
態

で
す
。海

岸
に
あ
る
観
光
ト
イ
レ
が
老
朽

化
し
て
い
る
が
建
て
替
え
の
考
え

は
あ
る
か
。

ト
イ
レ
の
更
新
に
は
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
の

観
光
地
魅
力
ア
ッ
プ
整
備
事
業
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
計
画
的
に
更
新
を
行
っ

て
い
く
事
を
検
討
し
ま
す
。

問問

鋸鋸
山山
のの
日日
本本
遺遺
産産
にに
つつ
いい
てて

答答

答答

問問答答問問答答

鋸山の麓
元名第二駐車場下の
ボランティアによる海岸清掃→

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

一一般般質質問問③③ 令令和和７７年年６６月月定定例例会会



小
学
校
で
は
、
身
体
の
発
達
段
階
や

個
々
の
状
況
に
配
慮
し
、
必
要
に
応

じ
て
保
健
室
に
て
対
面
「
申
し
出

制
」
で
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
で
の
設
置
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
申
し
出
制
」
で
は
な
く
、
誰

も
が
手
に
取
れ
る
「
見
え
る
設

置
」
に
す
る
こ
と
が
羞
恥
心
や
抵
抗

感
を
減
ら
す
第
一
歩
と
な
る
。
保
健

室
に
限
ら
ず
小
学
５
・
６
年
生
の
ト

イ
レ
や
多
目
的
ト
イ
レ
に
常
設
し
て

は
ど
う
か
。

ト
イ
レ
は
学
年
で
利
用
区
分
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
学
年

が
誰
で
も
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
安
易
な
設
置
は
混
乱
を
招
く
可

能
性
も
あ
り
、
ま
た
教
育
現
場
の
運

用
負
担
へ
の
配
慮
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
児
童
生
徒
の
安
心
と
支
援

が
両
立
で
き
る
支
援
策
を
継
続
し
ま

す
。

千
葉
県
で
も

％
の
自
治
体
で

「
生
理
の
貧
困
」
に
係
る
取
り

組
み
を
実
施
や
検
討
し
て
い
る
が
、

交
付
金
を
利
用
し
て
支
援
対
策
で
き

な
い
か
。

支
援
の
必
要
性
の
高
ま
り
、
需

要
量
な
ど
明
ら
か
に
し
、
供
給

量
、
供
給
体
制
な
ど
の
検
討
に
入
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

問問

問問

答答

－ －

騒騒
音音
被被
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

町
は
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
苦
情
等
の
受
付
体
制
や
窓
口

は
あ
る
か
。
事
業
者
へ
指
導
・
勧
告
を
行

っ
た
実
績
は
あ
る
か
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
や
旅
館
業
法
の
許

可
を
得
て
宿
泊
施
設
と
す
る
事
業

は
、
国
及
び
千
葉
県
が
許
可
手
続
き
や
届

出
先
で
あ
る
た
め
、
町
に
指
導
権
限
が
な

い
の
で
、
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的

な
騒
音
ト
ラ
ブ
ル
と
同
様
に
、
貸
別
荘
の

事
業
主
や
警
察
に
通
報
、
あ
る
い
は
国
の

「
民
泊
制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
連

絡
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
町
の
対
応
と
な

り
ま
す
。一

棟
貸
し
の
別
荘
が
こ
こ
数
年
増

え
て
い
る
。
住
民
の
生
活
を
守
り

な
が
ら
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
も
損
な

わ
な
い
仕
組
み
、
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
ル
ー
ル
整
備
の
検
討
を
！

貸貸
別別
荘荘
等等
にに
おお
けけ
るる

答答

問問答答意意
見見

↑民泊法では公衆の認識しやすい場所に

緊急連絡先記載の標識掲示が義務付けられている。

必要であれば対応していく

東東
あずま

愛愛乃乃
あ い の

議議員員

生理の貧困と支援策の拡充を！

答答 問問
で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

へへ
のの
支支
援援
策策
にに
つつ
いい
てて

昨昨
今今
のの
物物
価価
高高
騰騰
にに
よよ
りり
、、
日日
用用
品品
やや

食食
料料
品品
のの
価価
格格
がが
大大
幅幅
にに
上上
昇昇
しし
てて
おお

りり
、、
日日
々々
のの
生生
活活
のの
やや
りり
くく
りり
がが
、、
ささ

らら
にに
厳厳
しし
ささ
をを
増増
しし
てて
いい
るる
。。
そそ
うう
しし

たた
中中
、、
「「
生生
理理
用用
品品
にに
かか
けけ
るる
おお
金金
がが
なな

いい
」」
「「
生生
理理
用用
品品
をを
長長
時時
間間
使使
いい
回回
すす
」」

とと
いい
っっ
たた
「「
生生
理理
のの
貧貧
困困
」」
のの
事事
態態
がが

明明
らら
かか
にに
なな
っっ
てて
きき
たた
。。
実実
効効
的的
なな
支支

援援
がが
必必
要要
でで
はは
なな
いい
かか
。。
生生
理理
用用
品品
はは

３３
年年
間間
でで
価価
格格
がが
２２
割割
もも
高高
くく
なな
っっ
てて

いい
るる
。。実

態
を
把
握
す
る
た
め
学
校
等
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
実
施
は
し
て
い
る
か
。
し
な
い
と
し

た
ら
、
そ
の
理
由
は
。

生
理
や
経
済
的
状
況
に
関
す
る
内

容
は
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
、

児
童
生
徒
に
不
必
要
な
不
安
や
羞
恥
心

を
与
え
る
可
能
性
が
否
め
ず
、
対
象
者

の
年
齢
や
内
容
の
性
質
上
、
回
答
の
信

頼
性
や
回
収
率
の
確
保
に
も
課
題
が
あ

る
と
考
え
、
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

学
校
や
公
共
施
設
で
の
生
理
用
品

の
無
償
提
供
体
制
の
現
状
と
今
後

の
拡
充
予
定
は
あ
る
か
。

中
学
校
女
子
ト
イ
レ
に
緊
急
用
に

生
理
用
品
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

生生
理理
のの
貧貧
困困
とと
物物
価価
高高
騰騰

問問問問 答答答答
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で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

答答

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

笑
楽
の
湯
を
３
ヶ
月
間
、
３
時

間
の
利
用
時
間
延
長
を
試
験
的

に
行
い
、
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
平
日
の
利
用
時
間
延
長
は
一
旦

実
施
し
な
い
と
の
こ
と
。

実
施
し
な
い
と
判
断
し
た
要
因

は
。

費
用
対
効
果
を
考
え
た
と
き
に

月
に
す
る
と

万
円
、
年
間

に
す
る
と
２
４
０
万
円
の
赤
字
が
拡

大
し
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
広
が
る
の
は
避
け
た

い
と
い
う
の
が
考
え
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
６
割
強

の
利
用
者
の
方
が
延
長
を
希
望

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
の

受
け
止
め
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
が
、
遅

い
時
間
を
希
望
し
て
い
る
方
は

多
い
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
。

笑笑
楽楽
のの
湯湯
のの
平平
日日
営営
業業
時時
間間
延延
長長
にに

つつ
いい
てて
、、
検検
討討
すす
るる
たた
めめ
のの
試試
験験
期期
間間

をを
終終
ええ
てて
のの
町町
のの
判判
断断
はは
。。

試
験
期
間
中
の
必
要
数
の
職
員
の
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
試
験
的
期
間
が
３
ヶ
月
間
と
限
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

採
用
条
件
も
変
わ
り
、
誰
で
も
い
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
職
員
の
確
保
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

時
間
延
長
を
や
ら
な
い
判
断
は
、
年

間
に
２
４
０
万
円
の
赤
字
だ
け
な
の

か
。

一
旦
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

再
開
も
あ
り
得
る
と
認
識
し
て
ま

す
。

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
普
通

免
許
で
は
水
槽
付
消
防
車
が
運
転

で
き
な
い
状
況
だ
。
準
中
型
の
免
許
を

取
る
に
は
、

、
６
万
円
か
か
る
。

町
は
、
免
許
取
得
費
と
し
て
、
２
分

の
１
の
８
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

消
防
団
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

全
額
補
助
に
で
き
な
い
の
か
。

全
額
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財

政
負
担
の
増
加
や
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

－ －

問問答答

問問

地地
域域
にに
おお
けけ
るる
消消
防防
防防
災災
のの
リリ
ーー
ダダ

ーー
とと
しし
てて
、、
平平
常常
時時
、、
非非
常常
時時
をを
問問
わわ

ずず
そそ
のの
地地
域域
にに
密密
着着
しし
、、
住住
民民
のの
安安
心心

とと
安安
全全
をを
守守
るる
重重
要要
なな
役役
割割
をを
担担
っっ
てて

いい
るる
消消
防防
団団
。。

消消
防防
団団
員員
数数
のの
減減
少少
はは
鋸鋸
南南
町町
のの
みみ

なな
らら
ずず
全全
国国
的的
なな
問問
題題
とと
なな
っっ
てて
いい

るる
。。

答答

総合的に検討した結果、一旦実施しません

鈴鈴木木
す ず き

辰辰也也
た つ や

議議員員

消消
防防
団団
員員
数数
のの

減減
少少
にに
つつ
いい
てて

問問答答 笑笑
楽楽
のの
湯湯

営営
業業
時時
間間
延延
長長
にに
つつ
いい
てて

問問 問問答答

笑楽の湯

笑楽の湯の
平日営業延長の町の判断は

答答

問問



で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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答答

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

笑
楽
の
湯
を
３
ヶ
月
間
、
３
時

間
の
利
用
時
間
延
長
を
試
験
的

に
行
い
、
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
平
日
の
利
用
時
間
延
長
は
一
旦

実
施
し
な
い
と
の
こ
と
。

実
施
し
な
い
と
判
断
し
た
要
因

は
。

費
用
対
効
果
を
考
え
た
と
き
に

月
に
す
る
と

万
円
、
年
間

に
す
る
と
２
４
０
万
円
の
赤
字
が
拡

大
し
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
広
が
る
の
は
避
け
た

い
と
い
う
の
が
考
え
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
６
割
強

の
利
用
者
の
方
が
延
長
を
希
望

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
の

受
け
止
め
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
が
、
遅

い
時
間
を
希
望
し
て
い
る
方
は

多
い
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
す
。

笑笑
楽楽
のの
湯湯
のの
平平
日日
営営
業業
時時
間間
延延
長長
にに

つつ
いい
てて
、、
検検
討討
すす
るる
たた
めめ
のの
試試
験験
期期
間間

をを
終終
ええ
てて
のの
町町
のの
判判
断断
はは
。。

試
験
期
間
中
の
必
要
数
の
職
員
の
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
試
験
的
期
間
が
３
ヶ
月
間
と
限
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

採
用
条
件
も
変
わ
り
、
誰
で
も
い
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
職
員
の
確
保
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

時
間
延
長
を
や
ら
な
い
判
断
は
、
年

間
に
２
４
０
万
円
の
赤
字
だ
け
な
の

か
。

一
旦
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

再
開
も
あ
り
得
る
と
認
識
し
て
ま

す
。

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
普
通

免
許
で
は
水
槽
付
消
防
車
が
運
転

で
き
な
い
状
況
だ
。
準
中
型
の
免
許
を

取
る
に
は
、

、
６
万
円
か
か
る
。

町
は
、
免
許
取
得
費
と
し
て
、
２
分

の
１
の
８
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

消
防
団
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

全
額
補
助
に
で
き
な
い
の
か
。

全
額
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財

政
負
担
の
増
加
や
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

－ －

問問答答

問問

地地
域域
にに
おお
けけ
るる
消消
防防
防防
災災
のの
リリ
ーー
ダダ

ーー
とと
しし
てて
、、
平平
常常
時時
、、
非非
常常
時時
をを
問問
わわ

ずず
そそ
のの
地地
域域
にに
密密
着着
しし
、、
住住
民民
のの
安安
心心

とと
安安
全全
をを
守守
るる
重重
要要
なな
役役
割割
をを
担担
っっ
てて

いい
るる
消消
防防
団団
。。

消消
防防
団団
員員
数数
のの
減減
少少
はは
鋸鋸
南南
町町
のの
みみ

なな
らら
ずず
全全
国国
的的
なな
問問
題題
とと
なな
っっ
てて
いい

るる
。。

答答

総合的に検討した結果、一旦実施しません

鈴鈴木木
す ず き

辰辰也也
た つ や

議議員員

消消
防防
団団
員員
数数
のの

減減
少少
にに
つつ
いい
てて

問問答答 笑笑
楽楽
のの
湯湯

営営
業業
時時
間間
延延
長長
にに
つつ
いい
てて

問問 問問答答

笑楽の湯

笑楽の湯の
平日営業延長の町の判断は

答答

問問



－ －

鋸鋸
南南
病病
院院
にに
つつ
いい
てて

答答 体制を整え、必要な支援策を検討していく

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

笹笹生生
さ そ う

ああすすかか 議議員員

鋸
南
病
院
は
５
月
１
日
か
ら
全
病
床

を
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」
と
し
た

が
、
そ
の
経
緯
と
現
状
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
病
床
と
同
様
に
急

性
期
の
治
療
を
行
っ
た
患
者
や
症
状

が
安
定
し
た
患
者
に
、
自
宅
や
介
護
施
設

へ
の
復
帰
支
援
に
向
け
た
医
療
や
支
援

を
、
よ
り
手
厚
く
行
う
病
床
で
、
急
性
期

治
療
か
ら
退
院
支
援
ま
で
一
貫
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

治
療
方
針
や
受
け
入
れ
体
制
は
転
換
前
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
緯
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
方
々
が
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心
し
て
生
活

し
続
け
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

「
治
す
医
療
」
か
ら
「
治
し
支
え
る
医

療
」
へ
と
転
換
し
た
と
指
定
管
理
者
よ
り

聞
い
て
い
ま
す
。

現
状
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
混
乱
や
問

題
等
は
な
く
、
病
床
専
任
の
相
談
員
が
退

院
支
援
、
退
院
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
、
順
調
に
運
営
を
行
っ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
問
題
と
し
て
、
職
員
の
確

保
が
困
難
と
い
わ
れ
る
が
、
人
材
確

保
の
現
状
は
ど
う
か
。

看
護
師
の
配
置
基
準
は
充
た
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、

町独自の起業支援を

定
期
的
に
募
集
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

今
後
の
鋸
南
病
院
運
営
に
つ
い
て

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
内
で
唯
一
の
入
院
医
療
を
提
供

し
て
い
る
医
療
機
関
と
し
て

時

間
の
救
急
体
制
を
維
持
し
、
医
療
内
容

や
取
り
組
み
等
を
積
極
的
に
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
親
し
み

の
あ
る
病
院
と
し
て
、
町
民
の
医
療
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

指
定
管
理
者
と
の
情
報
共
有
・
連
携
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
移

転
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

鋸
南
町
の
起
業
支
援
の
現
状
と
課

題
は
。

起
業
の
件
数
は
令
和
３
年
度
以
降

昨
年
度
ま
で
８
件
で
す
。

民
間
事
業
者
の
起
業
に
関
す
る
支
援
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
対
し
、
任
期
満
了
の
前
後
１
年

の
期
間
を
対
象
に
「
起
業
・
事
業
承
継

支
援
補
助
金
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を

上
限
に
設
備
費
、
法
人
登
記
に
要
す
る

経
費
等
に
対
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

鋸
南
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
も
、
起
業
支
援
は
優
先
的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
等
の
支

援
は
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
、
限
り
あ
る

人
員
体
制
の
中
で
は
、
職
員
の
専
門
知
識

の
習
得
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
独
自
の
起
業
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
商
工
会
か
ら
、
国
の
「
創
業
支
援

等
事
業
計
画
」
の
作
成
・
認
定
に
向

け
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
の
話
が
あ
っ

た
の
で
、

月
末
を
目
途
に
認
定
を
受
け

た
上
で
、
金
融
機
関
等
と
連
携
を
図
り
、

創
業
希
望
者
や
創
業
者
に
対
す
る
相
談
窓

口
の
設
置
を
含
め
、
支
援
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
特
別
交
付
税
措
置
の
あ
る
国
の

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
も

活
用
し
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら

必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問問答答

問問答答

問問答答

問問 起起
業業
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

問問答答

✿創業支援等事業計画につ
いては、こちら↑
千葉県ホームページに
て、市町村別の計画概要
があります。

答答

－13－

5 月 11 日（日）午後 2時から、鋸南町中央公民館にて、鋸南町議会が主催した初めてのタウン

ミーティングを開催し、40 名近い方が参加してくださいました。

「議会の役割について」を説明し、町民アンケートで要望の多い「公共交通について」とフリー

トークという内容で、予定時間をオーバーして、たくさんのご意見をいただきました。「これから

も、タウンミーティングをぜひ続けてほしい」との要望が多数ありました。

今後も継続して、子ども、学生、若者を対象としたタウンミーティング等も行う予定です。

議員全員で構成される議会改革等検討特別委員会は、２年が経過し、各議員が定
数削減の可否について意見を出し合い、現状の定数 12 のまま、という結果となりま
した。

また、新委員長は柴本健二委員、副委員長には東愛乃委員が選任されました。引
き続き、議会改革を進め、議会の見える化、なり手不足解消等に向け、取り組んで
まいります。

で
の
配
布
を
望
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
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鋸鋸
南南
病病
院院
にに
つつ
いい
てて

答答 体制を整え、必要な支援策を検討していく

で
の
配
布
を
望
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で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
現
在
の
対
応
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

問問

笹笹生生
さ そ う

ああすすかか 議議員員

鋸
南
病
院
は
５
月
１
日
か
ら
全
病
床

を
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」
と
し
た

が
、
そ
の
経
緯
と
現
状
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
病
床
と
同
様
に
急

性
期
の
治
療
を
行
っ
た
患
者
や
症
状

が
安
定
し
た
患
者
に
、
自
宅
や
介
護
施
設

へ
の
復
帰
支
援
に
向
け
た
医
療
や
支
援

を
、
よ
り
手
厚
く
行
う
病
床
で
、
急
性
期

治
療
か
ら
退
院
支
援
ま
で
一
貫
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

治
療
方
針
や
受
け
入
れ
体
制
は
転
換
前
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
緯
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
方
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が
住

み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心
し
て
生
活

し
続
け
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

「
治
す
医
療
」
か
ら
「
治
し
支
え
る
医

療
」
へ
と
転
換
し
た
と
指
定
管
理
者
よ
り

聞
い
て
い
ま
す
。

現
状
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
混
乱
や
問

題
等
は
な
く
、
病
床
専
任
の
相
談
員
が
退

院
支
援
、
退
院
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
、
順
調
に
運
営
を
行
っ
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
的
な
問
題
と
し
て
、
職
員
の
確

保
が
困
難
と
い
わ
れ
る
が
、
人
材
確

保
の
現
状
は
ど
う
か
。

看
護
師
の
配
置
基
準
は
充
た
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、

町独自の起業支援を

定
期
的
に
募
集
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

今
後
の
鋸
南
病
院
運
営
に
つ
い
て

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
内
で
唯
一
の
入
院
医
療
を
提
供

し
て
い
る
医
療
機
関
と
し
て

時

間
の
救
急
体
制
を
維
持
し
、
医
療
内
容

や
取
り
組
み
等
を
積
極
的
に
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
親
し
み

の
あ
る
病
院
と
し
て
、
町
民
の
医
療
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

指
定
管
理
者
と
の
情
報
共
有
・
連
携
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
移

転
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

鋸
南
町
の
起
業
支
援
の
現
状
と
課

題
は
。

起
業
の
件
数
は
令
和
３
年
度
以
降

昨
年
度
ま
で
８
件
で
す
。

民
間
事
業
者
の
起
業
に
関
す
る
支
援
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
対
し
、
任
期
満
了
の
前
後
１
年

の
期
間
を
対
象
に
「
起
業
・
事
業
承
継

支
援
補
助
金
」
と
し
て
１
０
０
万
円
を

上
限
に
設
備
費
、
法
人
登
記
に
要
す
る

経
費
等
に
対
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

鋸
南
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
も
、
起
業
支
援
は
優
先
的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
等
の
支

援
は
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
、
限
り
あ
る

人
員
体
制
の
中
で
は
、
職
員
の
専
門
知
識

の
習
得
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
独
自
の
起
業
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
商
工
会
か
ら
、
国
の
「
創
業
支
援

等
事
業
計
画
」
の
作
成
・
認
定
に
向

け
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
の
話
が
あ
っ

た
の
で
、

月
末
を
目
途
に
認
定
を
受
け

た
上
で
、
金
融
機
関
等
と
連
携
を
図
り
、

創
業
希
望
者
や
創
業
者
に
対
す
る
相
談
窓

口
の
設
置
を
含
め
、
支
援
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
特
別
交
付
税
措
置
の
あ
る
国
の

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制
度
も

活
用
し
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し
な
が
ら

必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問問答答

問問答答

問問答答

問問 起起
業業
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

問問答答

✿創業支援等事業計画につ
いては、こちら↑
千葉県ホームページに
て、市町村別の計画概要
があります。

答答

－13－

5 月 11 日（日）午後 2時から、鋸南町中央公民館にて、鋸南町議会が主催した初めてのタウン

ミーティングを開催し、40 名近い方が参加してくださいました。

「議会の役割について」を説明し、町民アンケートで要望の多い「公共交通について」とフリー

トークという内容で、予定時間をオーバーして、たくさんのご意見をいただきました。「これから

も、タウンミーティングをぜひ続けてほしい」との要望が多数ありました。

今後も継続して、子ども、学生、若者を対象としたタウンミーティング等も行う予定です。

議員全員で構成される議会改革等検討特別委員会は、２年が経過し、各議員が定
数削減の可否について意見を出し合い、現状の定数 12 のまま、という結果となりま
した。

また、新委員長は柴本健二委員、副委員長には東愛乃委員が選任されました。引
き続き、議会改革を進め、議会の見える化、なり手不足解消等に向け、取り組んで
まいります。

タタウウンンミミーーテティィンンググ 令令和和７７年年６６月月定定例例会会
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６月１６日 環境衛生組合臨時会

６月２６日 議会広報特別委員会

７月 １日 議員全員協議会

議会運営委員会

安房広域臨時会

７月 ２日 議会広報特別委員会協議会

７月 ４日 町村議会広報研究会

７月１１日 第４回臨時会

７月２２日 南房総政策研究会

４月３０日 議会運営委員会

５月 ８日 第２回臨時会

５月１１日 タウンミーティング

５月２２日 議員全員協議会

議案勉強会

６月 ３日 議会運営委員会

６月１０日 第３回定例会開会

６月１１日 第３回定例会閉会

議会改革等検討特別委員会

議会だよりは、議会での審議の内容、意見、活動、実績などをお知らせする唯一の広報紙です。
また、現在取り組んでいる議会改革の「開かれた議会」を目指す上でも、議会だよりの発行は重要だと考えています。
町民の皆様に、読みやすくわかりやすい内容でお届けできるよう、引き続き努力していきます。  

～～
編編
集集
後後
記記
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 議
会
の
日
誌 

梅
雨
に
入
っ
た
と
思
っ
た
ら
真
夏
並

み
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
き
、
皆
さ

ま
が
体
感
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
地
球

的
規
模
で
年
々
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

私
は

歳
手
前
で
議
員
と
な
り
、
ど

う
に
か
３
年
目
に
入
り
、
新
し
く
広
報
委

員
と
な
り
ま
し
た
。

年
４
回
の
定
例
会
の
ほ
か
に
、
総
務
常

任
委
員
会
や
産
業
常
任
委
員
会
等
い
く

つ
も
の
委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員

が
委
員
と
し
て
任
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
議
会
改
革
等
検
討
特

別
委
員
会
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

名
の
方
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
議
会
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
へ
の
、
若
者
や
女
性
の
多
様
な
人

材
の
参
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

（
柴
本

健
二
）

中村 基 副委員長 東 愛乃 委員
篠宮 真樹 委員 笹生 あすか 委員長 柴本 健二 委員


